
茶
の
湯
に
お
け
る
「
交
わ
り
」
壱二

つ
い
て

笠
　
　
井

哲

序

　
村
田
珠
光
（
一
四
二
三
－
一
五
〇
二
）
が
創
始
し
た
「
わ
び
茶
」
は
、
武
野

紹
麗
（
一
五
〇
二
－
五
五
）
に
よ
っ
て
洗
練
さ
れ
、
千
利
休
（
一
五
二
二
－
九

一
）
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
。
わ
び
茶
は
、
草
庵
に
お
け
る
茶
会
で
あ
る
。
茶

会
と
は
、
亭
主
と
客
、
客
と
客
と
の
〕
父
わ
り
L
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
亭
主
の
点
前
の
所
作
・
振
舞
に
よ
っ
て
、
亭
主
と
客
、
客
と
客
と
が

飲
食
を
共
に
し
な
が
ら
、
「
交
わ
り
」
を
楽
し
む
の
で
あ
る
。
こ
の
「
交
わ
り
」

に
こ
そ
、
「
わ
び
茶
」
の
主
目
的
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
世
俗
的
な
茶
の
湯
の
歴
吏
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
に
か
け
て
普
及

し
た
「
茶
寄
合
」
に
遡
る
。
ま
ず
、
人
々
が
一
定
の
場
所
に
寄
り
合
っ
て
、
抹

茶
の
飲
み
競
べ
を
行
う
「
闘
茶
」
の
会
が
あ
り
、
こ
れ
は
酒
宴
を
伴
う
も
の
で

あ
っ
た
。
他
方
、
室
町
時
代
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
、
上
流
武
家
社
会
で

は
、
書
院
造
の
広
間
で
催
す
茶
の
湯
が
行
わ
れ
た
。

　
だ
が
、
わ
び
茶
の
「
交
わ
り
」
は
、
南
北
朝
期
の
闘
茶
の
よ
う
に
、
遊
興
的
。

享
楽
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
東
山
時
代
に
お
け
る
書
院
台
子
の

茶
の
よ
う
に
、
唐
物
の
鑑
賞
を
主
眼
と
し
た
審
美
的
な
茶
会
と
も
異
な
る
。

　
勿
論
、
わ
び
茶
に
は
独
特
の
審
美
的
性
格
が
あ
り
、
茶
会
の
重
要
な
構
成
要

素
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
反
映
さ
せ
、
「
美
」
と
相

即
し
た
倫
理
的
な
「
交
わ
り
」
を
目
指
し
た
も
の
が
、
わ
び
茶
独
富
の
社
交
性

で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
わ
び
の
「
美
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
人
間
の

「
交
わ
り
」
こ
そ
、
わ
び
茶
の
真
髄
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
（
工
）

　
例
え
ば
、
「
待
庵
」
は
、
利
休
が
到
達
し
え
た
わ
び
茶
の
新
様
式
に
お
け
る

珠
玉
の
造
形
で
あ
る
。
茶
人
に
と
っ
て
、
茶
の
湯
の
造
形
そ
れ
自
体
は
、
究
極

目
的
で
は
あ
り
え
な
い
。
茶
室
・
茶
器
・
茶
遣
具
等
は
、
茶
会
の
た
め
に
存
在

す
る
「
手
段
」
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
茶
の
湯
に
お
け
る
新
し
い

造
形
は
、
結
局
新
し
い
茶
会
の
た
め
の
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
利
休
は
茶
室
を

縮
小
す
る
こ
と
に
よ
り
、
緊
張
し
た
空
間
を
つ
く
り
出
し
た
。
こ
の
茶
室
の
凝

縮
化
は
、
茶
会
の
凝
縮
化
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
極
小
の
茶
室
に
は
、
名
物
遣

具
を
飾
る
た
め
の
台
子
を
置
く
ス
ペ
i
ス
は
な
い
。
同
南
方
録
』
の
「
覚
書
」

に
は
、
利
休
が
、

　
　
茶
湯
は
台
子
を
根
本
と
す
る
こ
と
な
れ
ど
も
、
心
の
至
る
所
は
草
の
小
座
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（
2
）

　
　
敷
に
し
く
こ
と
な
し
と
、
常
く
の
給
ふ
一

と
あ
り
、
広
間
の
茶
よ
り
も
四
畳
半
未
満
の
小
さ
な
茶
室
で
の
わ
び
茶
の
方
を

よ
し
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
茶
室
を
凝
縮
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
茶
を
点
て
る
亭
主
と
客
と
の
距
離
は
、
ぎ
り
ぎ
り
の
所
ま
で
狭
め
ら
れ

る
。
そ
れ
は
、
亭
主
と
客
、
客
と
客
と
が
互
に
そ
の
一
挙
手
一
投
足
を
具
に
見

つ
め
合
う
こ
と
を
意
味
し
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
茶
室
の
凝
縮
化
は
、
茶
会
に

お
け
る
「
交
わ
り
」
の
緊
密
化
を
目
指
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
直
心
の
交
わ
り
」
、
二
座
建
立
」
、
「
一
期
一
会
」
と

い
っ
た
、
茶
の
湯
に
お
け
る
「
交
わ
り
」
の
諸
相
に
つ
い
て
、
伝
書
に
即
し
て

考
察
し
た
上
で
、
そ
の
よ
う
な
「
交
わ
り
」
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ

う
。　

　
　
　
一
、
直
心
の
交
わ
り

　
ま
ず
、
武
野
紹
鶴
の
「
わ
び
茶
」
の
心
が
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
『
紹
鶴
門
弟

へ
の
法
度
』
を
検
討
す
る
。
そ
の
全
文
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
一
、
茶
湯
ハ
深
切
に
交
る
事

　
　
一
、
礼
儀
正
敷
和
ら
か
に
い
た
す
べ
き
事

　
　
一
、
他
会
の
批
判
申
間
敷
事

　
　
一
、
高
慢
多
く
い
た
す
間
敷
事

　
　
一
、
人
の
所
持
の
遣
具
所
望
申
間
敷
事

　
　
一
、
遣
具
を
専
に
茶
の
湯
い
た
し
侯
は
甚
だ
不
宜
事

　
　
一
、
会
席
ハ
珍
客
た
り
と
も
茶
の
湯
相
応
に
一
汁
三
菜
に
過
べ
か
ら
ざ
る

　
　
　
　
事

　
　
一
、
数
寄
者
は
捨
れ
た
る
遣
具
を
見
立
て
茶
器
に
用
侯
事
、
況
ん
や
家
人

　
　
　
　
を
や
、

　
　
一
、
茶
の
湯
者
の
茶
人
め
き
た
る
は
こ
と
の
外
に
く
む
こ
と

　
　
一
、
数
寄
者
と
い
ふ
は
隠
遁
の
心
第
一
に
佗
て
、
仏
法
の
意
味
を
も
得
知

　
　
　
　
り
、
和
歌
の
情
を
感
じ
侯
へ
か
し
、

　
　
一
、
淋
敷
は
可
然
侯
、
此
遣
に
叶
へ
り
、
き
れ
い
に
せ
ん
と
す
れ
ば
結
構

　
　
　
　
に
弱
く
、
佗
敷
せ
ん
と
す
れ
ば
き
た
な
く
な
り
、
二
つ
と
も
さ
ば
す

　
　
　
　
あ
た
れ
り
、
可
慎
事

　
　
一
、
客
の
心
に
合
ぬ
茶
の
湯
す
ま
し
き
也
、
誠
の
数
寄
に
あ
ら
ず
、
我
が

　
　
　
　
茶
の
湯
と
言
所
を
心
得
専
要
、
又
、
客
に
手
を
と
ら
す
る
事
あ
し
く

　
　
　
（
3
）

　
　
　
　
侯
、

　
こ
れ
ら
は
、
茶
の
湯
に
対
す
る
二
一
カ
条
の
心
構
え
を
説
い
た
も
の
で
あ

る
。
内
容
か
ら
み
て
、
四
カ
条
ず
つ
三
つ
の
部
分
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
第
一
の
部
分
は
、
深
切
、
礼
儀
正
し
さ
、
慎
し
み
、
高
慢
の
戒
め
と
い
っ

た
、
遣
徳
的
な
心
構
え
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　
次
の
第
二
の
部
分
は
、
結
構
づ
く
め
の
茶
の
湯
へ
の
批
判
で
あ
り
、
簡
素
・

質
朴
の
勧
め
と
い
え
る
。
第
一
の
部
分
で
は
、
他
人
に
対
す
る
茶
人
の
望
ま
し

い
態
度
が
説
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
第
二
の
部
分
で
は
、
物
に
対
す
る
茶

人
の
望
ま
し
い
態
度
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　
第
三
の
部
分
は
、
最
後
の
一
カ
条
の
よ
う
に
、
人
に
対
す
る
心
構
え
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
も
あ
る
が
、
総
じ
て
、
理
想
的
茶
人
、
す
な
わ
ち
数
寄
者

の
心
構
え
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
二
一
カ
条
の
う
ち
で
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
第
一
の
部
分
と
第
二
の

部
分
と
の
相
関
性
で
あ
る
。
第
一
の
部
分
で
は
、
茶
人
の
「
人
」
に
対
す
る
心
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構
え
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
対
人
的
態
度
は
、
道
具
や
料
理
な
ど
の
「
物
」

に
対
す
る
茶
人
の
望
ま
し
い
態
度
に
よ
っ
て
、
規
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
例
え
ば
、
「
高
慢
多
く
い
た
す
間
敷
事
」
は
、
具
体
的
に
い
う
と
、
高
価
な

唐
物
に
よ
っ
て
、
自
分
の
財
力
・
権
力
を
誇
示
し
よ
う
と
す
る
高
慢
を
、
抑
制

し
よ
う
と
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
第
二
の
部
分
で
、
「
人
の
所
持
の
道
具

所
望
申
間
敷
事
」
や
「
遺
具
を
専
に
茶
の
湯
い
た
し
侯
は
甚
だ
不
宜
事
」
と
あ

る
の
は
、
唐
物
に
対
す
る
執
着
を
捨
て
る
べ
き
こ
と
を
教
え
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　
さ
ら
に
、
「
数
寄
者
は
捨
れ
た
る
遣
具
を
見
立
て
茶
器
に
用
侯
事
」
と
あ
る
。

こ
れ
は
、
唐
物
に
対
す
る
批
判
で
あ
り
、
捨
て
て
顧
み
ら
れ
な
い
粗
末
な
道
具

の
中
に
簡
素
な
美
を
味
わ
う
「
わ
び
」
志
向
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
「
わ
び
」
志
向
こ
そ
、
唐
物
に
対
す
る
批
判
の
前
提
で
あ
り
、
高
漫
を
戒

め
る
「
わ
び
茶
」
の
倫
理
の
前
提
と
み
な
し
う
る
。
こ
の
よ
う
に
、
茶
会
に
お

け
る
人
と
人
と
の
倫
理
的
関
係
は
、
人
と
物
と
の
関
係
と
相
即
す
る
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
茶
人
の
倫
理
性
は
、
茶
人
の
「
物
」
に
対
す
る
態
度
に
よ
っ

て
、
規
定
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
下
で
茶
会
に
お
け
る
対
人
的
な
心
構
え
を
、
も
う
少
し
具
体
的
に

見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
ま
ず
、
千
利
休
の
弟
子
の
南
坊
宗
啓
（
生
没
年
不
詳
）
が
、
師
の
言
動
を
書

き
綴
っ
た
書
で
あ
る
『
南
方
録
』
の
「
覚
書
」
に
、

　
　
客
亭
主
、
互
ノ
心
モ
チ
、
イ
カ
ヤ
ウ
に
得
心
シ
テ
シ
カ
ル
ベ
キ
ヤ
ト
問
。

　
　
易
ノ
云
、
イ
カ
ニ
モ
互
ノ
心
ニ
カ
ナ
フ
ガ
ヨ
シ
。
シ
カ
レ
ド
モ
カ
ナ
イ
タ

　
　
ガ
ル
ハ
ア
シ
㌧
。
得
遣
の
客
亭
主
ナ
レ
バ
、
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
コ
㌧
ロ
ヨ
キ
モ

　
　
ノ
也
。
未
煉
ノ
人
互
二
心
ニ
カ
ナ
ハ
ウ
ト
ノ
ミ
ス
レ
バ
、
一
方
遣
ニ
チ
ガ

　
　
一
バ
ト
モ
ぐ
一
ア
ヤ
マ
チ
ス
ル
也
。
サ
レ
バ
コ
ソ
、
カ
ナ
フ
一
ヨ
シ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
カ
ナ
イ
タ
ガ
ル
ハ
ア
シ
㌧
。

と
あ
る
。
客
と
亭
主
と
の
互
の
心
持
ち
を
ど
う
心
得
た
な
ら
ば
よ
い
か
と
、
宗

啓
が
尋
ね
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
利
休
が
答
え
て
い
う
に
は
、
互
の
心
に
叶
う

の
は
よ
い
け
れ
ど
も
、
叶
い
た
が
る
の
は
悪
い
の
で
あ
る
。
茶
の
湯
の
遣
を
悟

り
え
た
客
と
亭
主
で
あ
れ
ば
、
無
理
な
く
、
互
の
心
が
通
い
合
う
も
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
未
熟
な
人
は
そ
の
悟
り
を
得
な
い
の
に
、
互
に
無
理
し
て
迎

合
し
よ
う
と
す
る
の
で
、
一
方
が
遺
に
は
ず
れ
る
と
共
倒
れ
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
叶
う
の
は
よ
い
が
、
迎
合
す
る
の
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
宗
啓
の

『
壷
中
炉
談
』
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
一
、
賓
主
歴
然
の
会
、
巧
言
令
色
入
へ
か
ら
ず
、

と
、
主
客
共
に
言
葉
や
顔
つ
き
を
と
り
つ
く
ろ
う
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。

　
次
に
、
亭
主
の
側
が
特
に
心
が
け
る
べ
き
こ
と
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
利
休

の
高
弟
、
山
上
宗
二
（
一
五
四
四
－
九
〇
）
の
『
山
上
宗
二
記
』
の
「
茶
湯
者

覚
悟
十
体
」
の
冒
頭
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
一
、
上
ヲ
麓
相
、
下
ヲ
律
義
二
信
可
在
、

と
あ
る
。
茶
人
の
心
得
る
べ
き
規
範
は
、
ま
ず
客
を
招
く
際
の
心
構
え
か
ら
で

あ
る
。
身
分
の
上
の
者
を
粗
末
に
、
下
の
者
に
対
し
て
は
丁
寧
に
扱
う
よ
う
に

せ
よ
、
と
い
う
。
と
か
く
人
間
の
常
と
し
て
、
自
分
よ
り
身
分
が
高
い
人
に
対

す
る
時
に
は
、
手
厚
く
遇
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
茶
人
は
、
そ
の
逆
で
あ
る
よ

う
に
せ
よ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
茶
の
湯
の
世
界
は
、
俗
世
間
と
異
な
り
、
身

分
の
上
下
を
間
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
次
い
で
、
第
二
体
は
、
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（
7
）

　
　
一
竜
万
事
二
嗜
、
気
遣
、

で
あ
る
。
茶
人
は
平
生
よ
り
茶
会
の
用
意
を
怠
ら
ず
、
人
や
物
に
対
し
て
細
か

く
気
を
配
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。

　
続
く
第
三
体
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
一
、
心
ノ
内
ヨ
リ
奇
麗
数
奇
、

で
あ
る
。
茶
室
や
露
地
の
内
を
掃
除
す
る
の
も
、
茶
人
の
心
中
の
清
浄
を
表
示

す
る
た
め
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
れ
は
外
観
だ
け
縞
麗
に
す
る
の
で
は
な
く
、

亭
主
の
心
の
清
浄
の
現
わ
れ
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
勿
論
、
亭
主
の
み
な
ら
ず
、
客
の
側
に
も
「
清
浄
」
で
あ
る
こ
と
は
要
求
さ

れ
た
。
例
え
ば
、
『
南
方
録
』
の
「
覚
書
」
に
、
屋
外
で
催
す
茶
会
の
事
が
出

て
い
る
。
現
在
で
い
う
野
点
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
際
の
心
得
と
し
て
、

　
　
主
客
ノ
心
モ
清
浄
潔
白
ヲ
第
一
ト
ス
。
シ
カ
レ
バ
此
時
バ
カ
リ
清
浄
ニ
ス

　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
　
ル
ニ
ア
ラ
ズ
。

と
い
う
。
茶
会
を
す
る
主
客
の
心
は
、
緒
麗
で
潔
い
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
当
然
で
あ
る
け
れ
ど
、
そ
の
心
は
、
茶
会
の
席
に
臨
ん
だ
と
き
だ
け
の
も

の
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
主
客
共
に
普
段
の
コ
父
わ
り
」
の
中
で
、
心
が
け
て
お
く
べ
き

こ
と
は
、
何
で
あ
ろ
う
か
。
「
茶
湯
者
覚
悟
十
体
」
の
第
七
に
、

　
　
一
、
我
ヨ
リ
上
ナ
ル
人
ト
知
音
ス
ル
ナ
リ
、
人
ヲ
見
知
テ
ト
モ
ナ
フ
ヘ

　
　
　
　
（
！
0
）

　
　
　
　
シ
、

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
分
よ
り
も
修
行
を
積
ん
だ
人
と
親
し
く
つ
き
合
う
の

が
よ
い
。
そ
の
場
合
、
人
問
性
を
よ
く
確
め
て
、
共
に
修
行
す
る
の
が
よ
い
の

で
あ
る
。
例
え
ば
、
村
固
珠
光
が
、
古
市
播
磨
法
師
（
一
四
五
二
－
一
五
〇

八
）
に
与
え
た
と
い
わ
れ
る
「
心
の
師
」
の
一
紙
に
、

　
　
此
遣
、
第
一
わ
ろ
き
事
ハ
、
心
の
か
ま
ん
か
し
や
う
也
、
こ
ふ
者
を
は
そ

　
　
ね
ミ
、
初
心
の
者
を
ハ
見
く
た
す
事
、
一
段
無
勿
躰
事
共
也
、
こ
ふ
し
や

　
　
に
ハ
ち
か
つ
き
て
二
言
を
も
な
け
き
、
又
、
初
心
の
者
は
い
か
に
も
そ
た

　
　
　
　
　
　
（
u
）

　
　
つ
へ
き
事
也
、

と
あ
る
。
茶
の
湯
で
最
も
よ
く
な
い
の
は
、
慢
心
と
曹
己
に
執
着
す
る
心
だ
と

い
う
の
で
あ
る
。
増
上
慢
と
我
を
張
る
心
が
生
じ
る
と
、
物
事
の
進
歩
は
止
ま

っ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
心
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、
功
者
を
羨
ん
だ
り
、

初
心
者
を
蔑
ん
だ
り
す
る
よ
う
な
態
度
を
取
る
こ
と
な
く
、
少
し
で
も
自
分
よ

り
上
の
人
に
は
謙
虚
に
質
問
を
し
、
初
心
者
は
育
て
て
導
く
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
だ
。
こ
れ
は
、
先
の
「
第
七
体
」
で
説
か
れ
る
茶
人
の

心
得
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
亭
主
と
客
と
が
、
茶
会
に
お
い
て
行
う
「
交
わ
り
」

ま
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
南
方
録
』
の
「
滅
後
」
に
、

　
　
サ
テ
又
佗
ノ
本
意
ハ
、
清
浄
無
垢
ノ
仏
世
界
ヲ
表
シ
テ
、
コ
ノ
露
地
草
庵

　
　
二
至
テ
ハ
、
塵
芥
ヲ
払
却
シ
、
主
客
ト
モ
ニ
直
心
ノ
交
ナ
レ
バ
、
規
矩
寸

　
　
尺
、
式
法
等
、
ア
ナ
ガ
チ
ニ
不
レ
可
・
云
。
火
ヲ
㌧
コ
シ
、
湯
ヲ
ワ
カ
シ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
茶
ヲ
喫
ス
ル
マ
デ
ノ
コ
ト
也
。
他
事
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

と
あ
る
。
「
わ
び
」
の
本
意
は
、
清
浄
無
垢
の
仏
の
世
界
を
表
し
て
い
る
。
露

地
箪
庵
に
至
っ
て
は
、
世
俗
の
も
の
を
払
い
捨
て
て
、
亭
主
と
客
と
が
「
直
心

　
　
　
（
1
3
）

の
交
わ
り
」
を
す
る
場
な
の
だ
か
ら
、
規
則
や
点
前
な
ど
を
、
強
い
て
細
か
く

い
う
べ
き
で
は
な
い
。
た
だ
火
を
お
こ
し
、
湯
を
沸
か
し
、
茶
を
点
て
て
飲
む

だ
け
の
こ
と
で
、
外
に
何
も
な
い
と
す
る
。

　
「
直
心
」
と
は
、
純
一
で
ま
じ
り
け
の
な
い
清
ら
か
で
素
直
な
心
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
茶
人
の
「
交
わ
り
」
は
、
清
浄
で
正
直
な
心
で
行
わ
れ
る
こ
と
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が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
「
直
心
の
交
わ
り
」
に
よ
っ
て
成
立

す
る
茶
会
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
際
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な

倫
理
的
規
範
が
茶
人
に
対
し
て
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
上
の
問
魑
に

答
え
る
た
め
に
、
次
に
、
二
座
建
立
L
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

二
、
一
座
建
立

『
山
上
宗
二
記
』
の
「
又
十
体
」
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
一
、
客
人
フ
リ
事
、
在
一
座
ノ
建
立
二
、
條
々
密
伝
多
也
、
一
義
初
心
ノ

　
　
為
二
紹
鴎
ノ
語
伝
ヘ
ラ
レ
タ
リ
、
但
、
当
時
宗
易
謙
ル
ル
也
、
端
々
夜
話

　
　
ノ
時
云
出
サ
レ
タ
リ
、
第
一
、
朝
タ
寄
合
間
ナ
リ
ト
モ
、
遣
具
ヒ
ラ
キ
、

　
　
亦
ハ
ロ
切
ハ
不
及
云
二
、
常
ノ
茶
湯
ナ
リ
ト
モ
、
路
地
へ
入
ヨ
リ
出
ル
マ

　
　
テ
、
一
期
二
一
度
ノ
会
ノ
ヤ
ウ
ニ
、
亭
主
ヲ
可
敬
畏
、
世
間
雑
談
無
用

　
　
也
、
夢
庵
狂
謁

　
　
　
我
仏
隣
ノ
宝
智
舅
天
下
ノ
軍
人
ノ
善
悪

　
　
此
歌
ニ
テ
可
心
得
、
茶
湯
事
、
数
奇
二
入
タ
ル
事
可
語
、

　
　
一
、
茶
ノ
建
前
ハ
無
言
、
次
二
亭
主
フ
リ
ノ
事
、
心
二
成
程
客
人
ヲ
敬
ヘ

　
　
シ
、
貴
人
ノ
茶
湯
上
手
ノ
事
ハ
云
二
不
及
、
常
ノ
参
会
ス
ル
人
ヲ
モ
、
心

　
　
ノ
底
ニ
ハ
名
人
ノ
如
ク
ニ
思
ヘ
シ
、
客
人
呼
合
専
一
也
、
遣
具
開
ハ
一
人

　
　
（
1
4
）

　
　
カ
、

　
前
半
で
は
、
ま
ず
客
人
振
り
、
つ
ま
り
客
の
心
得
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、

後
半
で
は
、
亭
主
振
り
、
つ
ま
り
亭
主
の
心
得
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
こ

に
あ
る
「
一
座
建
立
」
と
い
う
言
葉
は
、
通
常
寺
院
や
堂
塔
な
ど
を
建
て
る
場

合
に
用
い
ら
れ
る
の
で
、
主
と
な
り
客
と
な
る
一
座
に
対
し
て
、
「
建
立
」
と

い
う
の
は
異
様
な
感
じ
が
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
二
座
建
立
」
は
、
世
阿
弥
（
二
二
六
三
－
一
四
聖
二
）
が
す
で

に
使
っ
て
い
る
。
『
風
姿
花
伝
』
の
「
第
五
奥
義
」
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
　
こ
の
芸
と
は
、
衆
人
愛
敬
を
以
て
、
一
座
建
立
の
寿
福
と
せ
り
。

と
あ
る
。
こ
の
場
合
の
一
座
と
は
、
猿
楽
能
の
座
、
具
体
的
に
い
え
ば
世
阿
弥

が
率
い
る
観
世
座
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
建
立
と
は
、
観
世
座
を
維
持
し
繁
栄

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
「
衆
人
愛
敬
」
、
す
な
わ
ち
大
衆
に
愛

さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
衆
と
の

融
和
が
求
め
ら
れ
て
い
る
点
で
、
世
阿
弥
の
「
一
座
建
立
」
は
、
茶
の
湯
の
そ

れ
と
相
通
ず
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
二
っ
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。
両

者
の
比
較
は
、
後
述
す
る
こ
と
に
し
て
、
先
に
引
用
し
て
お
い
た
『
山
上
宗
二

記
』
の
文
を
、
も
う
少
し
詳
し
く
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
一
座
建
立
、
こ
れ
こ
そ
客
が
心
が
け
る
べ
き
こ
と
だ
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
い
ろ
い
ろ
秘
伝
も
あ
る
、
と
い
う
の
だ
。
こ
の
こ
と
は
、
特
に
、
茶
の

湯
の
遺
に
入
門
し
た
ば
か
り
の
、
初
心
者
の
心
得
と
し
て
大
切
な
こ
と
で
あ

る
、
と
紹
鶴
が
語
ら
れ
た
。
し
か
し
、
宗
易
す
な
わ
ち
利
休
は
、
こ
う
い
う
大

切
な
こ
と
を
密
伝
と
す
る
の
を
嫌
い
、
そ
の
一
端
を
夜
咄
の
会
の
時
々
に
物
語

り
な
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
毎
日
会
え
る
人
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
遣
具
開
き
の
会

や
口
切
の
茶
会
と
い
う
一
年
に
一
回
位
し
か
行
わ
な
い
も
の
は
勿
論
、
普
段
の

茶
の
湯
で
あ
っ
て
も
、
客
と
い
う
も
の
は
、
露
地
に
入
る
時
か
ら
出
る
時
ま

で
、
「
一
期
二
一
度
ノ
会
」
、
つ
ま
り
一
生
に
一
度
の
茶
会
だ
と
思
っ
て
、
亭
主

を
畏
敬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
だ
。
そ
う
い
う
茶
会
で
、
世
間
話

は
む
だ
で
あ
る
。
世
間
話
と
い
う
の
は
、
隣
人
の
宝
、
婿
舅
の
悪
口
、
戦
の

話
、
他
人
の
善
悪
な
ど
で
、
そ
う
い
う
こ
と
を
茶
会
で
話
し
て
は
い
け
な
い
の

　
（
！
6
）

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
茶
会
は
、
も
う
一
度
位
は
あ
る
な
ど
と
考
え
ず
に
、
二
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度
と
な
い
と
考
え
て
、
誠
心
誠
意
、
亭
主
の
心
入
れ
を
汲
み
取
る
の
が
客
人
振

り
の
要
点
、
す
な
わ
ち
二
座
建
立
」
の
秘
訣
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
一
座
の
建
立
は
、
客
人
振
り
よ
り
も
、
む
し
ろ
茶
会
の
主
催
者
た

る
亭
主
の
亭
主
振
り
如
何
に
あ
る
。
ま
ず
、
茶
を
点
て
る
際
、
無
言
で
行
う
べ

き
だ
。
亭
主
振
り
の
要
点
と
し
て
は
、
や
は
り
、
心
の
申
で
客
人
を
敬
う
こ
と

で
あ
る
。
「
心
二
成
程
」
と
は
、
ま
ご
こ
ろ
を
こ
め
て
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

貴
人
や
茶
湯
上
手
の
人
に
対
し
て
は
勿
諭
、
普
通
の
人
に
も
、
心
の
底
で
は
名

人
に
対
す
る
の
と
同
様
に
、
尊
敬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
か
ら
、
気
の

合
っ
た
客
人
達
を
一
座
に
呼
び
集
め
る
。
こ
れ
も
亭
主
の
大
事
な
心
得
で
あ

る
。
気
の
合
わ
な
い
人
達
の
茶
会
で
は
、
一
座
は
建
立
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、

遣
具
開
き
の
茶
会
に
は
、
一
人
招
く
の
が
よ
い
。
と
に
か
く
、
上
述
の
亭
主
振

り
と
客
人
振
り
と
が
、
二
座
建
立
」
の
秘
訣
な
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
、
引
用
文
の
解
釈
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
茶
の
湯
に
お
け
る
「
一
座

建
立
」
の
意
味
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、

そ
の
場
合
の
二
座
」
と
は
、
人
々
（
亭
主
と
客
と
）
が
寄
り
合
っ
て
、
茶
事

を
行
う
茶
会
の
こ
と
で
あ
る
。
「
建
立
し
と
は
、
寄
り
合
っ
た
人
々
、
つ
ま
り

亭
主
と
客
が
心
を
一
つ
に
し
て
、
茶
会
を
共
感
の
場
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
能
の
二
座
建
立
」
と
は
、
少
し
意
味
が
異
な
る
。

　
こ
の
点
を
、
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
み
よ
う
。
岡
倉
天
心
（
一
八
六
二
－
一

九
二
二
）
の
『
茶
の
本
』
（
§
“
晩
8
細
e
、
箏
§
）
に
、

　
　
茶
の
湯
は
、
茶
、
花
卉
、
絵
画
等
を
主
題
に
仕
組
ま
れ
た
即
興
劇
で
あ
っ

　
　
迂

　
　
ユ
／

と
あ
る
。
茶
会
記
を
台
本
、
茶
室
を
舞
台
、
茶
器
・
茶
遣
具
を
小
遺
具
、
そ
し

て
亭
主
を
役
者
、
客
を
観
客
と
す
れ
ば
、
茶
会
は
一
種
の
演
劇
と
み
な
し
う

る
。
し
か
し
、
普
通
の
演
劇
で
は
、
役
者
と
観
客
と
は
分
離
し
て
い
る
の
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

し
て
、
茶
会
に
お
い
て
は
、
役
者
で
あ
る
亭
主
が
観
客
に
な
っ
た
り
、
観
客
で
　
7

あ
る
客
も
役
者
に
な
る
場
合
が
あ
る
。

　
亭
主
は
、
茶
会
に
お
い
て
点
前
の
所
作
を
客
か
ら
見
ら
れ
る
人
で
あ
る
。
そ

れ
と
共
に
、
亭
主
は
、
客
を
喫
茶
の
所
作
に
お
い
て
、
見
る
人
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
客
は
点
前
に
お
い
て
亭
主
を
見
る
人
で
あ
る
。
そ
れ
と
共
に

客
は
、
喫
茶
に
お
い
て
、
亭
主
か
ら
、
ま
た
他
の
客
か
ら
も
見
ら
れ
る
人
な
の

で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
茶
の
湯
に
お
い
て
、
役
者
と
観
客
と
は
、
可
逆
的
な

関
係
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
茶
会
で
は
、
主
演
者
で
あ
る

亭
主
に
対
し
て
、
客
は
す
べ
て
共
（
助
）
演
者
と
し
て
の
役
割
を
演
じ
て
い
る

の
で
あ
る
。
亭
主
と
客
と
は
、
「
一
座
建
立
」
の
た
め
に
、
協
同
し
よ
う
と
す

る
。
勿
論
、
亭
主
と
客
と
の
問
に
畏
敬
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
無
条
件

の
融
和
で
は
な
い
。
し
か
し
、
茶
の
湯
に
お
い
て
、
亭
主
と
客
と
は
本
来
対
立

す
る
も
の
で
は
な
く
、
協
同
・
協
調
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
演
能
に
お
け
る
役
者
と
観
客
と
の
関
係
は
、
如
何
な
る
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
能
で
は
、
役
者
は
、
観
客
（
見
所
）
の
ま
な
ざ
し
に
よ
っ

て
、
一
方
的
に
対
象
化
さ
れ
、
批
判
さ
れ
る
客
体
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

観
客
は
役
者
を
お
の
れ
の
ま
な
ざ
し
に
よ
っ
て
、
一
方
的
に
対
象
化
し
批
判
す

る
主
体
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
役
者
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
両
者
の
関
係
は
、

少
な
く
と
も
そ
の
出
発
点
で
は
、
対
立
的
で
あ
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
『
風
姿
花
伝
』
の
「
第
三
問
答
条
々
」
に
観
客
席
の
雰
囲
気
で
、
能

の
出
来
の
善
悪
を
予
知
で
き
る
こ
と
が
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
お
よ
そ
（
の
）
料
簡
を
以
て
見
る
に
、
神
事
、
貴
人
の
御
前
な
ど
の
申
楽

　
　
に
、
人
群
集
し
て
、
座
敷
い
ま
だ
静
ま
ら
ず
、
さ
る
程
に
、
い
か
に
も
、



　
　
く
静
め
て
、
見
物
衆
、
申
楽
を
寡
ね
て
、
数
万
人
の
心
高
に
、
遅

　
　
し
と
楽
屋
を
見
る
所
に
、
時
を
得
て
出
で
て
、
〔
；
月
〕
を
も
上
ぐ
れ
ば
、

　
　
や
が
て
座
敷
も
時
の
調
子
に
移
り
て
、
万
人
の
心
、
為
手
の
振
舞
に
和
合

　
　
し
て
、
し
み
ぐ
と
な
れ
ば
、
な
に
と
す
る
も
、
そ
の
日
の
申
楽
は
は
や

　
　
　
（
！
8
）

　
　
良
し
。

大
勢
の
観
客
が
な
か
な
か
静
ま
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
で
き
る

だ
け
静
ま
る
よ
う
に
待
つ
。
観
客
が
、
開
始
を
今
か
今
か
と
楽
屋
の
方
を
見
て

い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
っ
て
、
サ
ッ
と
舞
台
に
出
て
；
戸
を
挙
げ
、
場
内
が

す
ぐ
能
に
融
け
こ
ん
で
静
か
に
な
る
よ
う
な
ら
、
そ
の
日
の
能
は
う
ま
く
行

く
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
　
そ
の
遣
に
得
た
ら
ん
人
な
ら
で
は
心
得
べ
か
ら
ず
。

と
さ
れ
る
。
世
阿
弥
が
こ
の
よ
う
に
い
う
の
も
、
彼
に
と
っ
て
、
見
所
は
、
理

解
・
共
感
を
求
め
る
相
手
で
は
あ
っ
て
も
、
心
を
許
す
よ
う
な
存
在
で
は
な

く
、
対
決
し
て
心
服
さ
せ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
世
阿
弥
の
芸

論
は
、
そ
の
た
め
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

『
風
姿
花
伝
』
の
「
第
七
別
紙
口
伝
」
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
　
秘
ス
レ
バ
花
ナ
リ
。
秘
セ
ズ
バ
花
ナ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

と
い
う
の
も
、
見
所
に
対
す
る
一
種
の
戦
術
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
同
拾
玉
得
花
』
に
、

　
　
　
　
　
　
　
（
2
ユ
）

　
　
一
座
成
就
の
感
応

と
あ
る
。
こ
の
場
合
の
一
座
は
、
役
者
と
観
客
と
雰
囲
気
と
い
っ
た
そ
の
演
能

の
場
全
体
を
指
す
。
役
者
の
す
ぐ
れ
た
演
技
に
呼
応
す
る
観
客
の
深
い
感
動
に

よ
っ
て
、
美
的
・
精
神
的
共
感
の
場
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
、
こ
れ
が
二
座
成

就
の
感
応
」
で
あ
ろ
う
。

　
す
る
と
、
能
に
お
け
る
二
座
成
就
」
と
茶
の
湯
に
お
け
る
二
座
建
立
L

と
は
、
美
的
・
精
神
的
な
共
感
の
場
を
成
立
さ
せ
る
と
い
う
点
で
は
、
類
似
し

て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
茶
の
湯
の
場
合
は
、
一
座
建
立
の
た
め
に
、
客

は
は
じ
め
か
ら
協
力
を
前
提
に
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

演
能
は
、
あ
く
ま
で
も
役
者
が
観
客
と
対
決
し
た
上
で
、
そ
の
対
立
を
克
服
し

え
た
場
合
に
の
み
共
感
を
つ
く
り
出
し
う
る
と
い
え
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
茶
の
湯
に
お
け
る
亭
主
と
客
と
の
協
同
関
係
に
よ
る

二
座
建
立
L
を
、
支
え
て
い
る
思
想
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
、
二
期
一
会
」
と
い
う
茶
人
の
覚
悟
を
考
察
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

三
、
一
期
一
会

井
伊
直
弼
（
一
八
一
五
－
一
八
六
〇
）
の
『
茶
湯
一
会
集
』
に
、
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
此
書
は
、
茶
湯
一
会
之
始
終
、
主
客
の
心
得
を
委
敷
あ
ら
は
す
也
、
故
に

　
　
題
号
を
一
会
集
と
い
ふ
、
猶
、
一
会
二
深
き
主
意
あ
り
、
抑
、
茶
湯
の
交

　
　
会
は
、
一
期
一
会
と
い
ひ
て
、
た
と
ヘ
ハ
幾
度
お
な
し
主
客
交
会
す
る
と

　
　
も
、
今
日
の
会
に
ふ
た
㌧
ひ
か
へ
ら
さ
る
事
を
思
ヘ
ハ
、
実
二
我
一
世
一

　
　
度
の
会
也
、
去
る
二
よ
り
、
主
人
ハ
万
事
二
心
を
配
り
、
柳
も
麓
末
な
き

　
　
や
う
深
切
実
意
を
尽
し
、
客
二
も
此
会
二
又
逢
ひ
か
た
き
事
を
弁
え
、
亭

　
　
主
の
趣
向
、
何
一
つ
も
お
ろ
か
な
ら
ぬ
を
感
心
し
、
実
意
を
以
て
交
る
へ

　
　
き
也
、
是
を
一
期
一
会
と
い
ふ
、
必
々
主
客
と
も
等
閑
に
ハ
一
服
を
も
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
　
す
ま
し
き
筈
之
事
、
即
一
会
集
の
極
意
な
り
、

　
こ
れ
は
、
冒
頭
の
一
文
で
あ
る
。
解
釈
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
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の
書
は
、
茶
の
湯
の
会
の
は
じ
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
亭
主
と
客
の
心
得
を
詳

し
く
説
い
て
聞
か
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
題
号
を
一
会
集
と

名
づ
け
た
。

　
実
は
、
茶
の
湯
の
会
に
は
非
常
に
深
い
主
意
が
あ
る
の
だ
。
そ
も
そ
も
茶
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

湯
の
「
交
わ
り
」
は
、
二
期
一
会
L
と
い
っ
て
、
例
え
ば
同
じ
顔
ぷ
れ
で
会

を
何
回
繰
り
返
し
催
し
て
も
、
今
日
の
会
は
今
日
限
り
で
、
二
度
と
な
い
の
だ

か
ら
、
今
目
の
こ
の
会
こ
そ
一
生
一
度
の
尊
い
会
だ
と
思
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。　
そ
れ
ゆ
え
主
人
は
万
事
に
心
を
配
っ
て
、
い
さ
さ
か
も
粗
末
の
な
い
よ
う
に

深
切
実
意
を
尽
し
て
、
客
は
こ
の
会
が
終
わ
れ
ば
、
も
う
二
度
と
こ
の
亭
主
に

は
逢
い
難
い
こ
と
を
弁
え
、
亭
主
の
趣
向
に
感
じ
入
っ
て
、
実
意
を
も
っ
て
交

わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
二
期
一
会
L
の
覚
悟
と
い
う
の
で
あ

る
。　
主
客
共
、
決
し
て
い
い
加
減
な
気
持
ち
で
一
服
の
会
を
催
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
、
そ
れ
が
『
一
会
集
』
の
極
意
で
あ
る
。

　
さ
て
、
茶
の
湯
が
行
わ
れ
る
場
は
茶
会
で
あ
る
。
茶
会
と
は
、
特
定
の
状
況

に
お
け
る
特
定
の
個
人
と
個
人
と
の
「
交
わ
り
」
と
い
え
る
。
そ
れ
は
繰
り
返

し
の
で
き
な
い
一
回
隈
り
の
も
の
で
あ
り
、
茶
会
が
終
わ
る
と
共
に
、
消
え
て

し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
演
劇
の
場
合
も
、
役
者
の
表
現
は
瞬
間
毎
に
変
っ
て
行

く
の
で
、
手
直
し
は
で
き
ず
、
幕
が
お
り
れ
ば
舞
台
は
消
え
失
せ
る
。
し
か

し
、
舞
台
は
、
小
屋
を
取
り
巻
く
環
境
や
観
客
か
ら
は
独
立
し
て
い
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
役
者
が
確
か
な
芸
を
身
に
つ
け
て
い
れ
ば
、
同
じ
時
期
に
同
じ
役
を
演

じ
る
場
合
、
ほ
ぼ
同
じ
舞
台
を
再
現
し
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
茶
会
に
お
け
る
「
交
わ
り
」
は
、
一
回
限
り
の
も
の
で
あ

っ
て
、
同
じ
こ
と
の
再
現
は
、
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

仮
に
茶
会
が
同
じ
茶
室
で
行
わ
れ
る
場
合
で
も
、
茶
器
や
茶
遣
具
が
異
な
る
で

あ
ろ
う
し
、
客
組
も
異
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
茶
会
に
お
け
る
客
の
役

割
が
、
単
な
る
観
客
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、
主
演
者
で
あ
る
亭
主
の
共
（
助
）
演

者
で
あ
る
こ
と
は
、
二
で
論
じ
た
。
亭
主
と
客
、
客
と
客
と
の
関
係
は
、
茶
の

湯
の
「
美
」
を
共
感
す
る
と
い
う
関
係
で
あ
る
だ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
そ

こ
に
は
「
人
格
的
な
交
わ
り
」
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
客
組
が

異
な
れ
ば
、
茶
会
は
お
よ
そ
違
っ
た
も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
仮
に
茶
室
も
茶
器
・
茶
道
具
も
、
客
組
さ
え
も
同
じ
茶
会
で
あ

れ
ば
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
場
合
で
も
、
前
と
同
じ
茶
会
が
再
現
さ
れ
う

る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
茶
室
は
富
然
環
境
に
影
響
を
受
け
や

す
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
季
節
や
天
侯
の
違
い
が
茶
室
の
雰
囲
気
を
左
右
す
る

で
あ
ろ
う
し
、
客
組
は
同
じ
で
も
、
メ
ン
バ
ー
一
人
一
人
の
感
覚
や
精
神
状
態

が
常
に
同
じ
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
茶
会

は
、
決
し
て
再
現
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
『
山
上
宗
二
記
』
で
い
う
「
一
期
二
一
度
ノ
会
」
も
、
刊
茶
湯
一
会
集
』
で
い

う
「
一
期
一
会
」
も
、
茶
会
に
お
け
る
心
の
こ
も
っ
た
「
交
わ
り
し
を
成
立
さ

せ
る
た
め
の
覚
悟
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
成
川
武
夫
氏
は
、
そ
れ
に
つ
い
て

こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
　
そ
れ
は
、
茶
人
の
モ
ラ
ル
を
高
揚
す
る
た
め
の
根
本
条
件
と
し
て
の
思
想

　
　
で
あ
り
、
も
っ
ば
ら
モ
ラ
ル
の
間
題
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て

　
　
よ
い
。
だ
が
一
期
一
会
に
合
ま
れ
て
い
る
茶
会
の
一
回
性
の
自
覚
は
、
モ

　
　
ラ
ル
を
超
え
た
広
が
り
を
持
っ
て
い
る
と
思
う
。
紹
鴎
も
、
井
伊
直
弼
も
、

　
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
言
及
し
て
い
な
い
の
だ
が
、
こ
の
国
覚
の
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背
後
に
は
仏
教
の
無
常
観
が
、
と
く
に
そ
の
時
間
意
識
が
ひ
そ
ん
で
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
）

　
　
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
仏
教
の
無
常
観
は
、
「
現
在
有
体
、
過
未
無
体
」
と
い
う
自
覚
的
な
時
間
意

識
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
週
去
・
現
在
・
未
来
を
持
続
の
相
に
お
い
て
と

ら
え
る
常
識
的
な
時
間
意
識
を
破
砕
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
諸
行
無

常
の
自
覚
に
よ
っ
て
、
遇
去
は
も
は
や
存
在
せ
ず
、
未
来
は
い
ま
だ
存
在
し
な

い
、
た
だ
刻
々
と
生
滅
変
化
す
る
眼
前
の
事
象
の
み
が
真
に
存
在
す
る
と
い

う
、
自
覚
的
な
時
間
意
識
で
あ
る
。

　
現
在
は
、
い
ま
だ
存
在
し
な
い
（
無
で
あ
る
）
未
来
か
ら
不
断
に
生
成
し
、

も
は
や
存
在
し
な
い
（
無
で
あ
る
）
週
去
へ
と
不
断
に
消
滅
し
て
行
く
一
瞬
一

瞬
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
自
覚
し
た
と
き
、
現
在
の
瞬
間
が
根
源
的
な
無
の
現

前
す
る
瞬
間
と
し
て
、
つ
ま
り
、
永
遠
な
る
瞬
間
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
茶
会

の
一
回
性
の
自
覚
と
い
う
の
は
、
こ
の
時
間
意
識
を
踏
ま
え
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
時
間
意
識
が
前
提
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は

じ
め
て
、
現
在
の
茶
会
の
瞬
聞
に
一
切
を
投
入
す
る
「
一
期
一
会
」
の
覚
悟
が

可
能
に
な
る
と
い
え
る
。

　
さ
て
、
『
茶
湯
一
会
集
』
の
も
う
一
本
の
柱
は
、
「
独
座
観
念
」
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
書
の
巻
末
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

独
座
観
念

一
、
主
客
と
も
余
情
残
心
を
催
し
、
退
出
の
挨
拶
終
れ
ハ
、
客
も
露
地
を

出
る
に
、
高
声
二
咄
さ
す
、
静
二
あ
と
見
か
へ
り
出
行
は
、
亭
主
ハ
猶
更

の
こ
と
、
客
の
見
へ
さ
る
ま
て
も
見
送
る
也
、
扱
、
中
潜
り
・
猿
戸
、
そ

の
外
戸
障
子
な
と
、
早
々
〆
立
な
と
い
た
す
ハ
、
不
興
千
万
、
一
日
の
饗

　
　
応
も
無
に
な
る
事
な
れ
ハ
、
決
而
客
の
帰
路
見
え
す
と
も
、
取
か
た
付
急

　
　
く
へ
か
ら
す
、
い
か
に
も
心
静
二
茶
席
二
立
も
と
り
、
此
時
に
し
り
上
り

　
　
よ
り
這
入
、
櫨
前
二
独
座
し
て
、
今
暫
く
御
咄
も
有
へ
き
二
、
も
は
や
何

　
　
方
ま
て
可
被
参
哉
、
今
日
一
期
一
会
済
て
、
ふ
た
㌧
ひ
か
へ
ら
さ
る
事
を

　
　
観
念
シ
、
或
ハ
独
服
を
も
い
た
す
事
、
是
一
会
極
意
の
習
な
り
、
此
時
寂

　
　
莫
と
し
て
、
打
語
ふ
も
の
と
て
ハ
、
釜
一
口
の
み
ニ
シ
て
、
外
二
物
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
　
し
、
誠
二
自
得
せ
さ
れ
は
い
た
り
か
た
き
境
界
な
り
、

　
こ
の
引
用
文
を
解
釈
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
主
客
共
に
余
憶
を
残
し

て
会
が
終
わ
る
と
、
客
は
退
出
の
挨
拶
を
し
て
、
露
地
に
出
る
。
こ
の
と
き
客

は
高
声
に
話
を
せ
ず
、
静
か
に
後
を
見
返
り
な
が
ら
、
露
地
を
出
て
行
く
。

　
亭
主
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
、
客
の
姿
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
見
送
る
も
の

だ
。
客
が
退
出
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
中
潜
り
、
猿
戸
、
そ
の
他
の
戸
、
障
子

な
ど
を
早
々
と
閉
め
立
て
す
る
の
は
、
甚
だ
よ
く
な
い
こ
と
で
、
折
角
の
饗
応

も
無
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
客
の
姿
が
見
え
な
く
て
も
、
決
し
て
急
い
で
後

片
付
け
を
し
て
は
い
け
な
い
。

　
そ
こ
で
亭
主
は
、
如
何
に
も
心
静
か
に
茶
席
に
立
ち
戻
る
わ
け
だ
が
、
こ
の

と
き
鰯
口
よ
り
室
に
入
り
、
炉
の
前
に
独
座
し
て
、
「
今
し
ば
ら
く
お
話
を
さ

れ
た
ら
よ
ろ
し
い
の
に
、
も
は
や
ど
の
辺
り
ま
で
お
帰
り
に
な
ら
れ
た
こ
と

か
」
と
二
刻
を
共
に
し
た
客
を
偲
び
、
今
日
の
「
一
期
一
会
」
の
茶
会
が
済
ん

で
、
も
は
や
永
久
に
戻
ら
な
い
こ
と
を
「
観
念
」
し
て
、
あ
る
い
は
独
り
茶
を

点
て
て
喫
む
こ
と
、
こ
れ
が
一
会
極
意
の
教
え
と
い
え
る
。

　
こ
の
と
き
、
辺
り
は
寂
莫
と
し
て
、
釜
の
湯
の
煮
え
る
音
が
わ
ず
か
に
聞
こ

え
る
の
み
だ
。
こ
れ
は
、
教
え
ら
れ
れ
ば
す
ぐ
に
で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
自
得
し
な
け
れ
ば
至
り
難
い
境
地
で
あ
る
。
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こ
こ
で
は
、
二
期
一
会
L
の
茶
会
が
終
わ
っ
た
後
の
亭
主
の
心
得
が
間
題

に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
「
余
情
残
心
」
と
「
独
座
観
念
」
と
の
二
段
階
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
余
情
残
心
」
と
は
、
亭
主
が
客
を
見
送
っ
た
後
も
、
名

残
り
を
惜
し
む
心
で
あ
る
。
「
独
座
観
念
」
と
は
、
一
人
で
茶
室
に
座
っ
て
今

臼
の
茶
会
が
二
期
一
会
L
で
あ
る
こ
と
を
、
観
念
す
る
こ
と
で
あ
る
。
余
情

残
心
は
、
二
度
と
め
ぐ
り
逢
え
な
い
茶
会
の
一
回
性
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
名
残
り
の
心
で
あ
る
。
こ
の
心
が
、
や
が
て
孤
独
を
凝
視
す
る
独
座
観
念
と

い
う
世
界
へ
移
行
す
る
の
で
あ
る
。

　
辺
り
は
寂
莫
と
し
て
お
り
、
釜
の
音
が
聞
こ
え
る
の
み
で
あ
る
と
い
う
「
独

座
観
念
」
に
つ
い
て
、
直
弼
は
、
自
得
し
な
く
て
は
至
り
難
い
境
界
で
あ
る
と

す
る
。
こ
の
「
独
座
観
念
」
の
一
節
に
つ
い
て
、
藤
直
幹
氏
は
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
わ

　
　
一
会
の
精
神
は
こ
の
一
文
に
よ
っ
て
全
真
を
露
に
し
て
い
る
。
と
い
う
の

　
　
は
、
こ
の
言
葉
は
別
れ
た
後
に
相
手
の
面
影
が
強
く
浮
か
ぷ
こ
と
を
云
う

　
　
の
み
で
な
く
、
人
は
孤
独
だ
と
い
う
、
人
間
存
在
の
最
も
深
い
と
こ
ろ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
）

　
　
ら
出
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
茶
会
の
一
回
性
を
自
覚
す
る
二
期
一
会
」
の
心
入
れ
は
、
「
独

座
観
念
」
と
い
う
孤
独
に
徹
す
る
心
と
相
侯
っ
て
、
は
じ
め
て
二
座
建
立
L

を
成
し
う
る
の
で
あ
る
。

結
　
び

　
以
上
の
論
点
を
ま
と
め
た
上
で
、
茶
の
湯
に
お
け
る
〕
父
わ
り
L
の
意
義
を

述
べ
て
結
び
と
し
た
い
。

　
ま
ず
一
で
は
、
珠
光
や
紹
鴎
の
伝
書
、
　
『
南
方
録
』
や
『
山
上
宗
二
記
』
と

い
っ
た
利
休
の
伝
書
を
通
し
て
、
茶
会
に
お
け
る
「
交
わ
り
」
が
如
何
な
る
も

の
で
あ
る
か
を
考
察
し
た
。
茶
会
に
お
け
る
人
と
人
と
の
「
交
わ
り
」
は
、
わ

び
茶
の
場
合
、
「
物
」
を
ど
う
扱
う
か
と
い
う
こ
と
と
別
で
は
な
い
。
つ
ま
り
一

「
人
」
に
対
す
る
茶
人
の
謙
虚
さ
は
、
「
物
」
に
対
す
る
慎
ま
し
さ
に
よ
っ
て
、

裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
茶
人
は
互
に
相
手
に
迎
合
し
な
く

て
も
、
清
浄
な
心
で
茶
会
に
臨
め
ば
、
「
直
心
の
交
わ
り
」
が
で
き
る
と
い
う
。

　
次
に
二
で
は
、
茶
会
の
目
標
で
あ
る
「
一
座
建
立
」
に
つ
い
て
、
世
阿
弥
の

そ
れ
と
比
較
し
て
考
察
し
た
。
茶
の
湯
の
二
座
建
立
L
と
は
、
亭
主
と
客
と

が
寄
り
合
っ
て
、
心
を
一
つ
に
し
て
、
茶
会
を
「
交
わ
り
」
の
場
と
し
て
成
立

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
能
の
「
一
座
建
立
」
は
、
自
分
の
一

座
を
大
衆
か
ら
の
支
持
に
よ
っ
て
、
盛
り
立
て
て
行
く
こ
と
で
あ
る
。
両
者
の

相
違
は
、
茶
の
湯
の
場
合
、
亭
主
と
客
と
が
主
演
者
と
共
（
助
）
演
者
の
立
場

に
あ
り
、
は
じ
め
か
ら
協
力
し
合
う
の
に
対
し
て
、
能
の
場
合
、
演
者
と
観
客

と
は
厳
然
と
区
別
さ
れ
、
対
決
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
起
因
す

る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
う
い
う
茶
の
湯
に
お
け
る
二
座
建
立
し
の
性
格
は
、
三
で
考

察
し
た
二
期
一
会
」
に
よ
っ
て
、
根
本
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

一
期
一
会
と
は
、
今
日
の
こ
の
茶
会
を
、
自
分
の
生
涯
に
お
い
て
一
度
し
か
あ

り
え
な
い
、
茶
人
同
士
の
コ
父
わ
り
L
で
あ
る
と
覚
悟
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
覚
悟
に
よ
っ
て
、
茶
会
は
充
実
し
た
も
の
に
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の

二
期
一
会
」
と
い
う
自
覚
の
背
後
に
は
、
仏
教
の
無
常
観
及
び
「
現
在
有
体
、

週
未
無
体
し
と
い
う
時
間
意
識
が
潜
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
「
一

期
一
会
」
は
、
名
残
り
を
惜
し
む
「
余
情
残
心
」
と
、
孤
独
を
見
つ
め
る
「
独

座
観
念
」
に
よ
っ
て
、
一
層
深
い
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
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「
一
期
一
会
」
は
、
「
余
情
残
心
」
と
「
独
座
観
念
」
と
を
内
に
合
む
こ
と
に
よ

っ
て
、
二
座
建
立
L
を
確
か
な
も
の
に
す
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
そ
れ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
コ
父
わ
り
L
は
、
如
何
な
る
意
義
を
持

　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
茶
の
湯
」
、
あ
る
い
は
「
茶
会
」
な
ど
と
い
う
と
、
き
わ

め
て
特
殊
な
場
合
の
よ
う
に
考
え
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
む
し
ろ
そ
こ
で
実

現
す
べ
く
目
指
さ
れ
た
「
交
わ
り
」
に
、
自
他
の
「
交
わ
り
」
の
典
型
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
「
交
わ
り
」
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
互
に
相
手
に
対
す
る

細
か
い
心
配
り
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
よ
く
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
よ
う

な
人
で
あ
っ
て
も
、
と
に
か
く
こ
の
時
以
外
に
は
、
も
う
逢
え
な
い
か
も
知
れ

な
い
と
考
え
て
交
わ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
そ
の
「
交
わ
り
」
は
非
常
に
充
実
し

た
も
の
に
な
る
に
違
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
茶
の
湯
に
お
け
る
「
交
わ
り
」
は
、
茶
の
湯
と

い
う
芸
遣
の
一
分
野
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
普
遍
妥
当
性
を
持
つ
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
「
交
わ
り
し
は
、
様
々
な
倫
理
的
規
範
を
伴
っ
た
も
の
で
あ

り
、
茶
人
達
が
特
に
意
図
し
た
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
倫
理
的
意
義
を

持
ち
う
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
　
　
　
　
　
（
一
九
九
〇
・
八
二
一
二
）

　
　
　
注

　
茶
遣
伝
書
か
ら
の
引
用
は
、
『
茶
遣
古
典
全
集
』
（
淡
交
社
、
昭
和
三
一
年
）

に
よ
り
、
巻
数
。
頁
数
と
表
記
す
る
。
た
だ
し
、
『
南
方
録
』
の
み
は
、
『
日

本
思
想
大
系
6
1
　
近
世
芸
遣
論
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
七
年
）
に
よ
り
、

南
・
頁
数
と
表
記
す
る
。

（
1
）
待
庵
は
、
天
正
一
一
年
（
一
五
八
三
）
頃
の
作
と
さ
れ
て
い
る
。
待

　
庵
の
室
床
の
様
式
は
、
韓
国
で
は
ご
く
一
般
の
手
法
で
あ
り
、
鰯
口
の
戸

　
の
つ
け
方
は
韓
国
の
伝
統
的
建
築
技
法
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
茶

　
室
待
庵
と
朝
鮮
半
島
の
建
築
と
の
関
連
は
、
平
成
元
年
一
一
月
二
四
日
放

送
の
N
H
K
総
合
テ
レ
ビ
「
歴
吏
誕
生
　
利
休
茶
室
の
謎
」
で
紹
介
さ
れ

　
た
。

　
　
久
田
宗
也
「
小
間
草
庵
の
茶
室
」
、
『
利
休
わ
び
茶
の
世
界
』
（
日
本

放
送
出
版
協
会
、
平
成
二
年
）
所
収
を
参
照
。

（
2
）
　
南
・
一
〇

（
3
）
　
三
・
五
〇
－
一

（
4
）
南
・
一
一

（
5
）
四
・
四
一
六

　
　
な
お
、
茶
の
湯
の
「
交
わ
り
」
の
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
禅
や
儒
教

　
の
み
な
ら
ず
、
華
厳
思
想
の
影
響
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
6
）
　
六
・
九
〇

（
7
）
　
同
前

（
8
）
　
同
前

（
9
）
　
南
・
一
七

（
1
0
）
六
・
九
一

（
ー
工
）
　
三
二
二

（
1
2
）
南
・
二
一
五

（
1
3
）
　
「
滅
後
」
に
は
、
利
休
の
次
の
よ
う
な
遣
歌
も
挙
げ
ら
れ
て

　
（
南
・
一
五
八
）

　
　
客
ア
ル
ジ
其
直
心
ヲ
ス
＼
グ
コ
ソ

　
　
　
百
沸
湯
ノ
湯
ア
ヒ
也
ケ
レ

い
る
。

79 ~i+.j~~)~~o~""~~i~~5~t;~ r･~>~~"*+~･~J VC1)V~~ 



　
　
主
客
が
世
俗
の
塵
を
捨
て
た
「
直
心
の
交
わ
り
」
を
は
た
す
茶
の
湯
に

　
お
い
て
、
そ
の
直
心
を
す
す
ぐ
も
の
は
百
回
も
沸
か
し
煮
え
た
ぎ
っ
た
湯

　
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
1
4
）
　
六
・
九
三
－
四

　
　
周
知
の
よ
う
に
、
「
又
十
体
」
は
、
山
上
宗
二
が
紹
鶴
の
そ
れ
を
取
り

　
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
両
者
を
比
較
検
討
す
る
の
は
、
本
稿
の
意
図
で

　
は
な
い
の
で
省
く
が
、
紹
麗
の
「
又
十
体
之
事
」
の
該
当
箇
所
を
次
に
挙

　
げ
て
お
く
。

　
　
一
　
客
人
振
り
の
事

　
　
大
方
、
一
座
建
立
に
在
、
條
々
口
伝
多
し
、
一
義
初
心
の
た
め
紹
鴎
語

　
　
り
置
れ
侯
者
な
り
、
但
、
当
時
き
ら
は
れ
侯
、
端
々
夜
語
の
時
、
申
出

　
　
さ
れ
侯
、
第
一
、
朝
夕
寄
合
間
成
共
、
遣
具
の
開
き
、
又
は
口
切
不
及

　
　
申
、
常
の
茶
湯
成
と
も
、
路
地
へ
は
ひ
入
る
か
ら
立
ま
で
、
一
期
一
度

　
　
の
参
会
の
や
う
に
亭
主
を
敬
畏
て
可
感
也
、
公
事
の
儀
、
世
間
の
雑
語

　
　
悉
く
無
用
、

　
　
　
夢
庵
狂
歌
二
日

　
　
　
我
仏
隣
の
宝
鴛
舅
天
下
の
軍
人
の
善
悪

　
　
こ
の
歌
に
て
分
別
す
べ
し
、
茶
湯
雑
談
、
数
寄
に
入
事
は
咄
す
へ
し
、

　
　
全
て
又
、
茶
の
立
前
は
無
言
、
亭
主
振
り
の
事
、
客
人
を
心
底
に
成
る

　
　
べ
き
位
に
敬
畏
す
べ
し
、
貴
人
茶
湯
の
上
手
の
事
は
不
及
申
、
不
断
寄

　
　
合
衆
を
も
名
人
の
如
く
心
底
に
思
う
べ
し
、
楓
、
又
上
を
麓
相
に
仕

　
　
べ
し
、
客
の
呼
合
専
な
り
、
遣
具
□
］
開
は
一
分
か
、
（
三
・
二
九
－

　
　
三
〇
）

（
1
5
）
　
『
日
本
思
想
大
糸
脳
　
世
阿
弥
　
禅
竹
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
九

　
年
）
、
四
五
頁
。
以
下
、
本
書
か
ら
の
引
用
は
、
世
・
頁
数
と
表
記
す
る
。

（
蝸
）
　
南
坊
宗
啓
の
『
壷
中
炉
談
』
に
も
、

　
　
一
、
庵
内
・
庵
外
に
お
ゐ
て
、
世
事
の
雑
話
、
古
来
禁
之
、
（
四
・
四

　
　
一
五
）

　
と
あ
る
。

（
！
7
）
　
岡
倉
覚
三
『
茶
の
本
』
村
岡
博
訳
（
岩
波
文
庫
、
昭
和
三
六
年
改

　
版
）
、
三
九
頁
。

（
！
8
）
世
二
一
七

（
1
9
）
　
同
前
。
こ
の
引
用
文
中
の
そ
の
道
と
は
、
陰
陽
遣
の
こ
と
で
あ
る
。

（
2
0
）
世
・
六
一

（
2
ユ
）
世
・
一
八
五

（
2
2
）
十
・
三
三
一

（
2
3
）
　
『
南
方
録
』
の
「
滅
後
」
に
は
、
二
座
一
会
」
と
い
う
言
葉
が
あ

　
る
。
（
南
・
一
二
九
）

　
　
炭
ノ
次
第
ヨ
リ
始
テ
、
一
座
一
会
ノ
心
、
只
コ
ノ
火
相
、
湯
相
ノ
ミ
ナ
リ
。

　
　
こ
の
「
一
座
一
会
」
は
、
一
度
一
度
に
す
べ
て
の
生
命
が
か
け
ら
れ
て

　
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
2
4
）
　
成
川
武
夫
『
千
利
休
　
茶
の
美
学
』
（
玉
川
大
学
出
版
部
、
昭
和
五

　
八
年
）
、
九
一
頁
。

（
2
5
）
　
一
切
の
有
為
法
は
、
未
来
の
位
に
あ
っ
て
も
、
現
在
の
位
に
あ
っ
て

　
も
、
週
去
の
位
に
あ
っ
て
も
有
で
あ
る
と
す
る
説
一
切
有
部
の
「
三
世
実

　
有
説
」
に
対
し
て
、
現
在
の
位
に
あ
る
時
だ
け
が
有
で
、
週
去
、
未
来
の

　
位
で
は
無
で
あ
る
と
い
う
、
経
量
部
の
説
。

（
2
6
）
十
・
四
一
四
－
五
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（
2
7
）
　
藤
直
幹
「
茶
湯
一
会
集
、
解
題
」
、
『
茶
遣
古
典
全
集
第
十
巻
』
所

収
、
四
三
二
頁
。

（
2
8
）
　
草
薙
正
夫
氏
は
、
「
一
期
一
会
」
を
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
「
実
存
的
交
わ

　
り
農
落
竃
票
5
内
◎
冒
冒
暮
岸
き
§
」
（
事
“
N
ε
母
ミ
“
冒
じ
O
＆
貝

　
竃
ω
N
ω
。
胃
）
に
比
定
し
て
い
る
。

　
　
草
薙
正
夫
「
利
休
に
お
け
る
『
わ
び
』
」
、
『
幽
玄
美
の
美
学
』
（
塙
新

　
書
、
昭
和
四
八
年
）
所
収
を
参
照
。

　
　
ま
た
、
数
江
教
一
氏
も
、
「
直
心
の
交
わ
り
」
を
ヤ
ス
パ
ー
ス
に
お
け

　
る
「
実
存
の
交
わ
り
肉
o
暮
冒
暮
岸
茎
§
尉
h
㈲
邑
ω
叶
①
§
」
（
ざ
嵩
昏
、

　
き
沖
ま
導
一
竃
旨
庄
實
L
虐
一
ω
．
ω
ミ
）
に
比
定
し
て
い
る
。

　
　
数
江
教
一
「
わ
び
茶
の
理
想
1
1
利
休
の
茶
　
　
」
、
『
わ
び
1
俺
茶

　
の
系
譜
1
』
（
塙
新
書
、
昭
和
四
八
年
）
所
収
を
参
照
。

　
　
草
薙
・
数
江
両
氏
共
に
、
茶
の
湯
に
お
け
る
「
交
わ
り
」
を
、
ヤ
ス
パ

　
ー
ス
哲
学
の
根
本
思
想
で
あ
る
肉
◎
冒
曽
彗
岸
註
富
と
類
比
的
に
把
握

　
し
て
い
る
。
確
か
に
、
茶
の
湯
の
「
交
わ
り
」
の
思
想
と
ヤ
ス
パ
ー
ス
の

　
そ
れ
と
は
、
類
似
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ヤ
ス
パ
ー
ス

　
は
、
超
越
者
（
神
）
を
媒
介
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
茶
の
湯
の
場
合
と

　
同
一
視
す
る
ζ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。

　
　
　
　
（
か
さ
い
・
あ
き
ら
　
筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
・
思
想
研
究
科
）

81茶の湯におげる「交わり」について


